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以下 の 濃度で は此顕著な る萎凋現象を　　
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の 艷 と し て 添 加し之に植物を増養 して 兩元素の 濃度と害作月1との 淵係を調べ た．

の で あ る．（播種 ： 昭和 15 年 1 月 8 日．移植 ： 1 月 16 日1牧礎 ： 2 月 51，1　）．
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’

　　　　　
．

　
a ）．標準水耕液 （1L 卑．N耳・NO ・

・ O・05759・ KH
・
PO

・
・ e・0383・9 ・ ．
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昭和 14年 10 月 24 日 ；移植 ： 11 月 1 日 i 牧穫 ： 11 月 26 日．

各 區 2個宛甼行に行ひ次 の 牧量は共平均を比較數を以 て 示 し feもの で あ る ．

　 a）　　100　　　　　b）　　76　　　　　c）　　85　　　　　d）　　106
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・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　．
∴ の

「

献騨 水 P ・°・ の 黻 ・聯 魁 等・ くな・迄 NH
・
H

・・・… c

　　　　　　　　　　　　　 て補給す （6．70）
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轡 騰 繊 ≧  驚鷺

を添加 し

魁 畑
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　　　但 し標準區の 養液は KNaP の液 と大體類似せ るが 1立 の 榮養素量 は 次の 如、　、

　　　くで ある．
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0・（Ma69 　 °・q　429 　 0ρ2869 　 　 0・。？869 　 0．Ma49

　　　 播種 ： 14 年 10 月 24 日 ．移確：
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入嘩脚 た課 轄 は聯 ・ 膿 ・ 工蹶 轍 び ク け チ ・ ン 難 の 窒靴 合
’

　　　　鞍 含酬 罅 ρ・ と K ρ との 欄 量 含耐 る湛 慰 次卿 くで あ る・．

　　　　　N ： 0．67％ ・1 05 ：
・O、1p％　K20 ： α22％ ．

　　　　、騨 等 は鰍 と尿 とを餅 楙
・

トとし セ（の 3種 の 蝋 灘 作 つ て ニ
ー由 大梗 ’

　　　　．
を栽増 し て 剿 爆 を標準圓 糊 爿：

邸 依る）の 其 と比較 し7cの で ある．

　　　　　三1・）
1
標準廠 （春 日井氏水耕液）　　　，　　　　　　　　　　　　　　

噛
．．

　　　　　b）、海水尿水道水 ．此場合 N 含量を a 麗 と同一に なした る もの に て 、11 、
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1
　　 1 　　　　　　　　　　　　　 ・　 ．
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　　　 ） 「

　　　　　　中の 要素食量 を比稼すオしば次の 如 くで φる．　　　
’
　　

1

　 、
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　　　　　　　 b）　N 　Oρ399g　　P 露05　0．0087g・　K20 　0，σ104g 　　　　　　　　　　　　　　　　　で

　　　　　　、　 c ）．b 液 に KHgPO4 を加 へ 球 と 1’20 ．r とを a 匯 と 同一
と な す，

　　　　　　　
d）
、轡級

゜

ρ
概 K25 °4 ・を以 鰤

町 蝉 吻
一とl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　　　　各液の pH は取 適 に保ち海水は 100倍稀輝 液 （i） の 外 に 50 倍稀釋液（ki）

　　　　の もの を作 り各1直共 2個宛甼行に 行ひ 水耕液は 3 日緑 に於新 し た ， （播種 ： 昭

　　　 和 14 年 12 月 1H ．．移植 ： 12 月 4 日，收穫 ： 12　A　22 日 ）．牧穫物0 生重比
「

・ 　　 較數・と葉數 との 甼均値を擧 ぐれば次 の 如 くで ある ．

　　　 　　　　　　　 第

i）　　　　　　　　生 重 比較數 　　　　　　　　葉數

　尹　　　　100　　　　　 3

　 b 、　　　 1σ7　　　　　　 4

　 c　　　　　 120　　　 　　　　4

　d　　　　 143 　　　　　　 4

8ii

冫

表

ざk重 比 較數

　 100　
’

　 11て

　 ・120
　 1SO

敷葉

3444

　第 8表 ？示す處に依れば海水稀釋冒逗を原液 と し て 其三 要 素量 の 不足 （標 準液　、

と比較 し て）を 人尿を以 て袖給せ る もの は 全 般的 に も 韓液 よ り優良な るノ戎績を

示 し 生重比較數 及び葉數共 に 優つ て を る ．蒲 し て 生重比 較數 の 順位が 9 〈 b＜IC

＜d とな り三 ・要素量 の 1或 は 2 に 於 る含．量の 劣れ る b と c に二於 る牧量が a に

優れ る は稍不合理 なる如 GILえ る も 之は海水 中の 微 量再素竝 に 尿 中の auxln

．
O 存布を考ふ れば必すし も不合理とは斷言し得ない で あ ら う．
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・
以主の 結果 よ、り見て海水を原 液と し其要 素不足分を人尿を以て補 え る養液が

　　從廉の 標準液に 比もて 歩くと も同等以上 の給果を擧げ得 る事は確實で ある．　　　　　　　　 爵

・．　　　　　　　　　　　　　　 考　　察
』
　　　　　　　　

’

　　　 水耕の 賁際農業竝 に 園藝に黝す る應 用は近時水耕法 の 技術上 の 進歩 と共 に 釜 、　　　　　
’

　　 々 其重要 性を認 められ特に微量要素の 植生 に 對する理論的竝 に 實際的仁望f直が認

　　・
識せ られて よ 旗 立場は一贋有利となつ て來で 水耕 に依 る 嘸 土膿 業 」飴 理

　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、e−bo−“pt−ndLtii
．ny“，一一一．rf“V’

　　
・
的且集約的な農業上 の 一型 式で あ る一9 は既に

一般的 に認 められた事實で あ．ると 　 　 　 　
t
’
；

　　考・ 破 勘 ・輪 る．・町 之が 鰈 白騨 を持聯 なつ 糊 蟷 鯖 慮 　 ・

　　遷 るべ き事は其經濟的條件で あ るが 他の 條件が凡て 同一なる場合適常な る 雰耕

　　液を窮利 に獲得する方法が極 め て 重要な る因子で ある事 は云 ふ まで もな い ．現 　　　　　　　
「

ゴ
1
在糊 施 で 賜 せ 沸 て を る ・4離 壌飜 隔 至・化鰍 癖 の鯲 て 鱶 波 　 　 　・「「

　 　 　 　 ・．　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一
一一一．N−Pt−Mrrv −・一．−mu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　 の 作威め際 に 微量要素 の 添加 も同時 に考え られて を るが 其要黥は從來 の 實驗室

　　的繍 法 ・蜘 一・ 轤 ・踏… で あ雛 欝 臨 己・ 蠍 裸 ・基嘩
閲

　 錢
　　 と レて 海水 を加里 と微量要素との 資源 と し て 人畜の 排泄物を窒 素 と燐酸と の 資　　　　

’

　　 源 とし植物の 租類に從つ て兩者 を逋宜 に配合稀釋 した
．
る もの を主要養液 とす る　　　　　　　 t　tt

　　 水耕法を提Ilk’せ ん とす る もの で あ る ．此際要素比を適常となす た め に 多少 の 要 　　　　　　 、

　　 素含有物質の 添加 の 必 要な る事 も勿論イ∫り得 べ き事で あ る ．海 ノkを批種 口的 に

　　 用ふ る場合に最 も注意を要す る點は所謂植物の 鹽素嫌 忌性 （C「hlov二〜ンゐ0 乙ビ0 ） の 聞　　　　、　　 ・．

　　 題で ある．海水を 1σ0 倍程度に 稀釋すれば其中に含有せ らる る微量要素含量は

　　 大體植物生育に害作用 を示 さ な い 蠻に低下す る が 唯鹽素の 濃皮は徇相當大 な る

　　 故特に鹽素に對 し て 敏感な る植物は害作用を受ける事 も可能 と考 え ら る ．

　　　 今
一般的に鞭素の 植物に 對す る關係を考 え ると Cl は決 し て 植物 生存に 必要　　　　　　　

』一 ’

　
’

不可缺の 元素で な く
35・36） 又鹽素施月1に依つ て稼極的效果 を受けた植物 も未だ

、　 知 られ て を らぬ ．食鹽施用が 良結果 を招 い 穴 撮告 も二＝
＝ 　

S．　Z，　S ．39） あ るが 之 は Cl
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

　　 に 原 囚す る もの で はな くて 寧ろ Na の 效果に歸す べ きで 餌 a の た め に 土壌 中の 　　　　　　 〆 ．、
　 ，
　　 K が 可給態 と な り又 土 壌分散度 の 塘加し た の に 原 因 す る と 考 え ら れ て を る ．

　　 其故 Cl の 植物に對す る作用は有利 な もの で はな く唯植物の種類 に 依 りて 敏感

　　 な る と然 ら ざ る もの とに 分る事が 出來る 27）．前者 に 矚す る もの も馬鈴薯
40・4繊 ）

　　 煙 草 43・su）
， 亜麻

45・47）蕎麥
37）

， 大麻
軋 45） 簿相當多數 に 存在す るが 父 農業植物
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'
 Ober die Wasserkultur dbr Pfianzen-mittels Meereswassers:

                                         t -

- -
 . 

'
 (Vorbericht)

      
' ' von  . .

                                       -

 - Matsuo  [roKuoKA  und  Suisen Dyo. .
        1.

  Dfe bedeutendie Wirkung  des Mikroelements beim ?fiansenbau und  die Prak-

tisierba'rlceit der Wasserkultur  in der Landwirtsehaft lsssen uns  die Ukonomisehe

Quelle ftir die Nin'1!rl6sung der ?fianzen, die rur ihr Wachstum  ben6tigten

Mikrcelemetite geniigend enthalten,  suehen,  ln Bezug  ,allf die Menge und  die
Beichtum  an  den Mlkroe]menten  nimmt  das Meeieswasser'eine imvergleieh-

bare Stellung gegeniiber dien anderen  Quellen. Der' iibeTschlissige Geha]t an

Cl und  die ungeniigende  Konzentration an  )g und  I' sind  dle Scltwgche des
}Teereswassers. )ie GiftMrirkung von  al kann  man  dureh 10P-･faehe Verd{innung
mit  Leitwasser ausser  ausBchlicssen.  DLts llauptteil der J<iirze an  N  und  I'

wurde  dureh H"Tn  konipensiert' Der 

'gerir]ge
 tv[angel an  P und  K  wurde

diureh die begueme Sulzenkonipensie]'t. in auf  diese }Veise erworbenen  NUhi'-

1beungen'wmxlen  Beta  vu}gariH  Linn. ,und Baphanus  sativus  L  gebaut. Der

Wachstu[nzustand der I'fiansen in solcheu  Nithrlbeungen war  viehnehr  besBer als

in Kontrelle-L6sung; Knoppsche  bzw, Kasugaische  Nifhr](SBung, Das  bleeres-

y"asser  ksnn  deshalb ein  weites  Anwendungsgebiet  finden, Treil  es  vieTe  Chlor･

unempfindi]iche  Pflanzen in der Landwirtschsft gebe.

              <aus dem  Institut fiir Budenkundc  uncl  DCingerlehre,

                     Taihoku VniMersit:･tt, Taiwan,  ]Sippon).
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